
第4ターム（入塾生）募集中！

賛同企業募集
企画書

SDGsマインドの向上をはかるための
「みやぎSDGsアンバサダー」育成プログラム

SDGs Farmの様子は
こちらから

参加者の声
（ムービー）

前期スター
ト2024年11月



「みやぎSDGsアンバサダー」育成プログラム

　地球規模のグローバルな目標を掲げるSDGs。

それを達成するためには、まず自分たちのベー

スである身近な地域からの取り組みが重要で

す。宮城の企業が集結し、よりよい明日の地域

づくりに向けて、SDGsが掲げる17の目標に基

づいて地域の課題を共有し、多くの人々と情報

交換、コミュニティネットワークを構築しなが

ら、企業や個人の活動を応援し、その輪を広げて

行こうというものです。より長期的な視点で次

世代が安心して暮らせる土壌を耕し、地域の未

来を育ててていく「SDGs farm（農場）」です。

　いぎなし訛った仙台弁で人気のご当地キャラクター「仙台弁
こけし」が「みやぎSDGs塾」の塾長です。一緒に楽しく学び実践
していきましょう。

協賛内容

仙台弁こけし塾
長

1
みやぎSDGsアンバサダー
育成プログラムへの

支援と参加

協賛内容 2
みやぎSDGsドリルの

制作支援と広告掲載

協賛内容 3
新聞広告シリーズの

制作支援と
協賛クレジット掲載

SDGs塾生生活者 協賛企業 SDGs塾生 生活者協賛企業

の概要紹介
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　みやぎ SDGsFarm のビジネスコミュニティは年々拡大しています。サステナ経営が求め

られる中、参加者が自分ゴト、会社ゴト、世界ゴトと課題解決策を切磋琢磨し合っています。

プロフェッショナルが
プロデュースする
プログラムと教養の場紅邑 晶子

一般社団法人 SDGs とうほく

P R O D U C E R

今日より、ちょっといい、明日へ。

協　力 一般社団法人SDGsとうほく

代表理事　紅邑 晶子 （一般社団法人ふくしま連携復興センター 理事）

理事　　　高浦 康有 （東北大学大学院経済学研究科 准教授）

理事　　　髙橋 好郎 （JOMON株式会社 代表取締役）

監事　　　千葉 富士男 （一般社団法人IKIZEN 代表理事、

                                      センダイ・マガジンaBaiNN編集長、郷土史研究家）

伊藤 光子 （多賀城工場地帯連絡協議会事務局）　

内海 睦夫 （株式会社深松組顧問・アクアイグニス仙台 プロモーション顧問）

川出 裕佳 （株式会社キャリアアシスト　業務執行役員）

今田 裕美 （株式会社CSRインテグレーション代表取締役）

作田 竜一 （宮城大学食産業学群  教授）

津田 隼利 （一般社団法人日本経営士会　環境経営士、経営士補）

畠山 明 （株式会社セレクティー　代表取締役社長）

畠山 茂陽 （NPO法人ファイブブリッジ理事長、河北新報社勤務）

渡邊 千恵子 （尚絅学院大学人文社会学類  教授）

渡邉 宏 （株式会社関・空間設計　代表取締役会長）

役 員

アドバイザー

顧 問

森 摂 （株式会社オルタナ代表取締役・「オルタナ」編集長、
　　　武蔵野大学大学院環境研究科客員教授）



みやぎSDGsアンバサダーになろう!

こんな人材を育成していきます。

個人と企業サービスを
マッチングできる人物

痛みのない社会を
目指す人物

アンバサダー100人輩出！

新たな未来像を
構想できる人物

本プログラムから学んだ価値を「みやぎSDGs塾」参加者が「みやぎSDGsアンバサダー」となり

SDGsの目標達成へ向け、社内外のステークホルダーへ

価値を創出していく推進役を担います。
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さまざまな活動につながっています。

サステナ経営。
取り組むべき
５つの価値。

行動変容へ

新たなビジネスチャンスの創出

企業ブランディングの構築

ステークホルダーとの関係性向上

優秀な人材の確保

資金調達も有利に

鈴木 健太郎さん

日建リース工業

A M B A S S A D O R

　はーとふる農園では現在 20 名の
皆さまに就農していただき、毎日仲
間が増える喜びを肌で感じています。

志賀 友美さん

リコージャパン

A M B A S S A D O R

　私の仕事は “オフィス空間の提案”
です。働きやすさの観点が変わり「全
ての人が快適に過ごせるのか？」を
常に考え提案活動をしています。

高橋 拓宏さん

山大

A M B A S S A D O R

　石巻市立飯野川小卒業制作で、地域
材を使用した杉の天板を納め、次世代
が使う机の天板交換をしました。

中川 蓮さん

尚絅学院大学（2023 年度卒）

A M B A S S A D O R

　あすなろ学院さんの「ミライ志向」教
育プログラムに参加。エシカル消費を伝
える「チョコカルShow」を実施しました。



「みやぎSDGs塾」の開講

（2024年11月~2025年3月まで）※毎月1回（予定）

11月
12月
1月
2月
3月

SDGsセミナー Ⅰ ・オリエンテーション・自社紹介
SDGsセミナーⅡ・SDGs取り組み事例報告会
SDGs実践地ワークショップツアー（バスで移動し現地視察します）
伝わる文章の書き方講座・宣言文作成講座
「わたしのSDGs活動宣言」合評会・「みやぎSDGsアンバサダー」認定式

SDGsセミナー Ⅰ ・オリエンテーション・自社紹介
SDGsセミナーⅡ・SDGs取り組み事例報告会
SDGs実践地ワークショップツアー（バスで移動し現地視察します）
伝わる文章の書き方講座・宣言文作成講座
「わたしのSDGs活動宣言」合評会・「みやぎSDGsアンバサダー」認定式

・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

（2025年5月~2025年9月まで）※毎月1回（予定）

5月
6月
7月
8月
9月

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

※プログラム内容は進行状況等により変更となる場合がございます
※リアルとオンラインのハイブリッド開催を予定しています

「みやぎSDGsアンバサダー」育成プログラム
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　SDGs活動のアイデアを出し合い、実践に向けてディスカッションし、企画・
立案するコースです。みやぎSDGsアンバサダーたちが自社の活動や取組み
について紹介しながら、ブラッシュアップします。その他、新聞記事にも取り上げ
ることで発表者の発信力の強化につなげています。自分ゴトから自社ゴトへ
SDGsを昇華し自身にも会社にも還元することを目指すのが実践コースです。

第4ターム（前期）

第4ターム（後期）

※標準コースにプラスした特別コース

アンバサダーであればどなたでも参加可能です！

標準コース・実践コース

標準コース

実践コース



みやぎSDGsFarm参加者たちが
立ち上げた企業間の取組み

「みやぎSDGsアンバサダー」取組事例
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地域活性と人材育成
共創の力で実現を

　国分東北とタイハクが各々の強みを生かし、企業価値
向上への活動に取り組んでいます。国分東北が産学官
連携で取り組む地域への学生流入活動。そのPRにタイ
ハクが所有するミキサー車ラッピングを広告媒体とし活
用を検討中です。

　タイハクは採用活動と職場環境が表裏一体の課題
に。そこで国分東北のサービスである健康促進イベント
で従業員の健康意識変容を狙い、一方で自社のSNS発
信による職場イメージ向上を企画中。持続的な経営から
持続的な社会につなげる良いパートナーとなっています。

産・官連携の
SDGs セミナーを企画

　リコージャパンは宮城県と連携し、パートナー企業向け
に独自セミナーを企画・実施しました。企業ごとに取組み
の温度差がある中、SDGsを企業が取組むべき社会ゴト
と捉えてもらえるよう、県からは目標指標や取組例を紹介
し、行動への一歩を後押ししました。

　セミナー参加企業との対話による相互理解、ViCreA見
学による働く場を提案し、リコージャパンならではの
SDGsへの理解と必要性を伝え、パートナシップ強化を図
りました。セミナー後「SDGs宣言」とパートナー企業のサ
イトが更新するなど意識変容につながっています。

CASE１ CASE 2

地域活性／人材育成／意識変容／健康経営狙い パートナーシップ強化／コンサルティング狙い

宮城県 リコージャパン株式会社
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他社見学で職場風土の
意識変革へ

　大日本印刷は日建リース工業が運営するはーとふる農
園へ見学会を実施しました。障がい者雇用事業を通して
SDGs塾参加のアンバサダー同士が社内風土や従業員
の意識変容につながることを期待し企画・実施に至りま
した。

 障がい者雇用の現場をより深く理解できる就業体験は、
さまざまな就労者とDNP社員が直接コミュニケーション
をとり作業しました。こうした経験をもとに、自社サービス
や共創事業などに向けた貴重な経験値を積むことがみ
やぎSDGsFarmから生まれています。

未来を担う子どもたちに
「木のぬくもり」を

　山大は石巻市立飯野川小の学習机の天板交換を実
施。卒業制作の一環として行われ、地元の小学校への教
育の場づくりに寄与しました。山の生態系を守りながら育
てられる山大の木材。机の天板からも教養がうかがえる
取り組みです。

　みやぎSDGs塾に参加したことでこれまであった自社の
強みをさらに発揮。木は山のみならず海への生態系にも
影響します。木材として事業を営むからこそ、その責任と
住み続けられる街づくりを目指し、木を通しぬくもりと笑顔
の社会に、世界に、地球の未来に貢献しています。

CASE 3 CASE 4

働き方／多様性理解／事業創出／社内風土狙い 教育／生態系管理／つくる責任狙い

飯野川小
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協賛プランの特典

活動紹介紙面

みやぎSDGsアンバサダー認定証

「わたしのSDGs活動宣言」

「考えるドリル」（PDF）

河北新報朝刊広告掲載（例）

WEBサイト掲載

河北 太郎
河北新報社

00

協賛クレジット・インタビュー枠

特設WEBサイト内で
企業ロゴ掲載およびリンク設置

河北新報朝刊掲載

修了証として、みやぎSDGｓアンバサダー認定証を授与します

活動リポート

2024 年 2 月 27 日（火）
発　　行：河北新報社営業局
特別協力：SDGsとうほく

第３ターム

第 23号

　
今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
目
的
地
の
一
つ
は
、『
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
塾
』参
加
企
業
で
も
あ
る
山
大（
石
巻
市
）

で
す
。江
戸
時
代
に
創
業
し
た
同
社
は
現
在
、森
林

経
営
、木
材
生
産
・
販
売
の
ほ
か
プ
レ
カ
ッ
ト
、木

造
住
宅
建
築
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
山
大
の
宍
戸
広
光
さ
ん
に
よ
る
と
、同
社
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
始
め
た
の
は
２

０
１
９
年
。「
も
と
も
と
木
と
い
う
循
環
資
源
を
扱

う
会
社
な
の
で
、地
産
地
消
、二
酸
化
炭
素
排
出
な

ど
の
面
で
取
り
組
み
や
す
か
っ
た
」と
宍
戸
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

　
山
大
は
現
在
、同
社
の
ブ
ラ
ン
ド
木
材「
宮
城
の

伊
達
な
杉
」の
販
売
量
に
応
じ
て
ス
ギ
の
苗
木
を

寄
付
す
る
活
動
を
続
け
て
お
り
、宮
城
県
東
部
地

方
振
興
事
務
所
、石
巻
地
区
森
林
組
合
と
も
連
携

し
て
林
地
の
回
復
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
社
員
一
人
一
人
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
を
カ
ー

ド
に
し
て
掲
示
す
る
な
ど
、社
内
の
意
識
向
上
を

図
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
石
巻
市
で
の
も
う
一
つ
の
目
的
地
は
、石
巻
市

役
所
で
す
。内
閣
府
か
ら「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

の
認
定
を
受
け
る
同
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
普
及
啓
発
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、市
職
員
の
阿
部
雄
大
さ
ん

が
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
石
巻
市
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
市
民
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
知
度
向
上
で
す
。地
域
に
ゆ
か
り
の

あ
る
マ
ン
ガ
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
解
説
し
た
冊
子「
石

巻
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
本
」の
全
戸
配
布
や
、全
職

員
を
対
象
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
修
を
開
催
し
、認

知
度
の
向
上
を
図
っ
て
き
た
こ
と
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

認
知
度
が
81
．７%

ま
で
上
昇
し
、今
後
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
意
識
し
た
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
ま
た
、東
松
島
市
、女
川
町
と「
石
巻
圏
域
」と
し

て
連
携
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
、広
域
的
な
つ

な
が
り
を
重
視
し
た
取
り
組
み
も
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

　
訪
問
し
た
東
松
島
市
は
、２
０
１
８
年
に「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」の
認
定
を
受
け
、先
進
的
な
取
り

組
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。バ
ス
ツ
ア
ー
の
一
行

は
同
市
内
の「
東
松
島
み
ら
い
と
し
機
構（
Ｈ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
）」を
訪
れ
、市
の
取
り
組
み
や
、Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
の
事

業
に
つ
い
て
担
当
者
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、参
加
者
は
５
〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、市
内
の
小
学
生
が
環
境
問
題
の
解
決
策

な
ど
を
考
え
て
描
い
た「
環
境
絵
日
記
」を
も
と

に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。マ
イ
ボ
ト
ル
で
飲
み
物

を
買
え
る
自
動
販
売
機
や
、ゴ
ミ
減
量
を
促
す
ロ

ボ
ッ
ト
と
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
実

現
す
る
た
め
に
知
恵
を
出
し
合
い
、グ
ル
ー
プ
ご

と
に
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

荒町商店街振興組合  　YES工房  　オフィス塩騒  　多賀城工場地帯連絡協議会  　WACO CREATE  　千葉よかこ

特別協力　SDGsとうほく　　協力　宮城県　JICA東北　尚絅学院大学SDGsセンター　宮城大学フードサービス論研究室

◉   第３ターム参加者（敬称略）   ◉

◉   賛同企業・団体・個人   ◉

【あすなろ学院】佐々木陵太、齋藤学【荒町商店街振興組合】庄子康一【YES工房】大森丈広【エントワデザイン】佐藤寛和【オフィス塩騒】加藤貴伸【環境再生保全機構】【高速】高橋篤【国分東北】佐藤悟【スタイルスグループ】千田佳子【ソニーピープルソリューションズ/多賀城工場地帯連絡協議会】大谷哲也
【タイハク】長坂孝裕、南條世紀【竹鶏ファーム】赤渕利恵【蜂屋食品】蜂屋和彦【大日本印刷】阿部巧、矢島迅人、森勇大、小泉一也【日建リース工業】工藤雅人、鈴木健太郎【フクダ・アンド・パートナーズ】加藤祐、阿部真美【松島蒲鉾本舗】葛西健太郎【宮城県民共済生活協同組合】草薙聖樹、
遠藤早織、長谷朋佳、佐山道大、鈴木良太、長牛麻美【ミライトス】鈴木圭介【山一地所】原田千純、熊谷健太郎【山大】髙橋拓宏、本郷友恵、三上明子【WACO CREATE】岩村和哉、岩村優香【個人】千葉よかこ【尚絅学院大学】大沼晃太郎、猪野拓歩【宮城大学フードサービス論研究室】斎藤真里奈、
曽根咲桜、高屋奏太、永澤美咲、由比一光【オブザーバー】紅邑晶子、高橋好郎、高浦康有

　国連が提唱する「ＳDＧｓ（持続可能な開発目標）」を軸に企
業や個人が連携し、豊かな地域づくりを目指す取り組み「みや
ぎＳDＧｓファーム」の基幹プログラム。ＳDＧｓ活動を推進す
る人材「みやぎＳDＧｓアンバサダー」を養成する「標準コース」
と、具体的な事例の発展に向けて議論する「実践コース」の２
講座が開講され、2021年から河北新報社が運営しています。

みやぎSDGs塾って？？

全職員にＳＤＧｓの研修を課す石巻市の取り
組みに感銘を受けました。研修を徹底すること
で、一人一人がＳＤＧｓを自分ごととして捉え、
各々の業務に関連付けて考えられるようになる
のだと思います。弊社内で意識の向上を図るう
えで参考になると感じました。

組織内の研修の重要性感じた

国分東北
佐藤悟さん

声
参加者の

木
材
生
産
の
現
場
を
視
察
し

森
林
の
利
用
と
維
持
を
考
え
る

近
隣
市
町
と
連
携
を
深
め
る

石
巻
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
業

子どもたちのアイデア実現に向け知恵をしぼる

賛同企業

募集中 !!

［申し込み・問い合わせ］
河北新報社営業局
TEL／ 022‐211‐1318

MAIL／ koukoku@po.kahoku.co.jp

公式HP

募集中 !!

［申し込み・問い合わせ］

公式HP

参加はこちらから！

サーキュラーエコノミーによる
地方創生シンポジウム東北in仙台

13:30～16:35
仙台国際センター会議棟 橘
（仙台市青葉区青葉山）

せんだいメディアテーク
1階オープンスクエア
（仙台市青葉区春日町2－1）

みやぎゼロカーボン大作戦

13:00～16:00

　
１
月
24
日
、「
み
や
ぎ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
塾
」
？
第

３
タ
ー
ム
前
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
東
松

島
市
・
石
巻
市
方
面
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
木
材
生
産
・
販
売

な
ど
を
営
む
山
大（
石
巻
市
）な
ど
を
見
学

し
、学
び
を
深
め
ま
し
た
。

（予定）

主催／経済産業省
共催／河北新報社

主催／宮城県

参加申込は
右記QRから

詳細は右記QRから
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【オプションプラン】
期間限定特別企画プラン

2025年３月3１日掲載分まで

お申込み、お問合せ

　「わが社のＳＤＧｓ」は、河北新報社が企業や団体のＳＤＧｓ活動にスポットをあて
る記事体形式の企画広告です。
　会社概要や事業についてはもちろん、ＳＤＧｓ活動の取り組みにフォーカスし紹介し
ます。直接的なビジネスの拡大に貢献するだけではなく、リクルーティング活動にもつな
がり、貴社の認知度アップ、従業員やその家族らの満足度向上も視野に入れた紙面を
演出いたします。また、一般社団法人ＳＤＧｓとうほくによる御社のＳＤＧｓ活動の監修、
本紙面にコメントを掲載し第三者からの評価を添えて発信することも可能です。
　より多くの企業・団体の皆さんにご活用いただき、東北・宮城のＳＤＧｓ活動を盛り上
げる一役を担っていただければと存じます。ぜひ企画趣旨をご理解賜り、ご参加いただ
きますようよろしくお願い申し上げます。

※一般社団法人ＳＤＧｓとうほくによる社のＳＤＧｓ活動の監修、本紙面にコメントを掲載することも可能です

※通常広告料金（全５段・カラー）＝1,985,000円（税別）
※複数回にわたって掲載することも可能です　※掲載面は一任いただきます

自社の
SDGs活動を
発信PR！

［2025年３月３１日掲載分までの期間限定企画］

河北新報朝刊（全５段・カラー）
サイズ：タテ169㎜×ヨコ381㎜

掲載日はご一任いただきます。
取材後、約1カ月の制作期間を経ての
掲載が目安となります。

掲載までの流れ

１回掲載／100万円

掲載紙面を冊子やウェブサイト用に再編集し、採用活動や社史の一部としてご活用いただくことも可能です
（２次利用費・５万円）。
また、動画制作も承ります。詳細をお伺いした上で見積書を作成し提案いたします。

料金

掲載日

媒   体

お気軽にお問い合わせください。

取材日を決定し、取材・撮影に
伺います。

申 込

取材制作

貴社ご担当者様の目で最終チェック。
校 正

紙面掲載

河北新報社  営業局営業部
022（211）1318／平日10:00～17:00　　　koukoku@po.kahoku.co.jp

掲載イメージ

「企業のＳ
ＤＧｓ活動

のPR」に

「従業員満
足度の向上

」に
「就活中の

学生へのア
ピール」に

さまざまな目
的でご利用

ください！

など

（消費税別、取材・原稿制作費込）



私
た
ち
が
叶
え
る
、
私
た
ち
の
未
来
。

［
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
］

河
北
新
報
社
営
業
局

TE
L
／
02
2‐
21
1‐
13
18

M
A
IL
／
ko
uk
ok
u@
po
.k
ah
ok
u.
co
.jp

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

募
集
中
!!

賛
同
企
業

Ｓ
DＧ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
を
軸
に
企
業
や
個
人
が
連
携
し
、よ
り
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

Ｓ
DＧ
ｓ
活
動
を
推
進
す
る
人
材「
み
や
ぎ
Ｓ
DＧ
ｓア
ン
バ
サ
ダ
ー
」を
養
成
す
る
な
ど
、2
02
1年
か
ら
河
北
新
報
社
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

佐
々
木
陵
太

あ
す
な
ろ
学
院

齋
藤
学

あ
ん
み
つ

柴
田
真
希

須
貝
祐
美

エ
ン
ト
ワ
デ
ザ
イ
ン

佐
藤
寛
和

お
茶
の
井
ヶ
田

石
垣
直
哉

個
別
教
室
の

ア
ッ
プ
ル

畠
山
明

ス
イ
コ
ー

高
橋
加
奈

ス
イ
コ
ー

村
上
佳
穂

ス
イ
コ
ー

澤
口
祐
紀

ス
イ
コ
ー

千
葉
由
章

ス
タ
イ
ル
ス

グ
ル
ー
プ

千
田
佳
子

フ
ク
ダ・
ア
ン
ド・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

千
葉
真
紀
子

フ
ク
ダ・
ア
ン
ド・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

加
藤
祐

フ
ク
ダ・
ア
ン
ド・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

阿
部
真
美

山
一
地
所

坂
本
未
菜
美

Br
illi
an
t D
ay
s

石
井
由
季
子

山
一
地
所

鈴
木
巧

山
一
地
所

山
本
健

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

吾
郷
賢

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

高
橋
寿
尚

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

吉
岡
瑞
恵

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

成
田
憲
治

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

渡
邉
信
一
郎

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

石
橋
光

W
AC
O
 C
RE
AT
E

岩
村
和
哉

W
AC
O
 C
RE
AT
E

岩
村
優
香

千
葉
よ
か
こ

尚
絅
学
院
大
学

（
20
23
年
度
卒
）

丸
山
結
子

尚
絅
学
院
大
学

（
20
23
年
度
卒
）

中
川
蓮

八
幡
町
商
店
街

フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

星
聡

お
お
さ
き

地
域
創
造
研
究
会

伊
藤
竜
太

尚
絅
学
院
大
学

（
20
23
年
卒
）

奥
山
瑞
己

YE
S工
房

大
森
丈
広

尚
絅
学
院
大
学

（
20
22
年
度
卒
）

佐
藤
和

第
１
タ
ー
ム

（
20
21
年
11
月
～
20
22
年
9月
）

荒
町
商
店
街

振
興
組
合

庄
子
康
一

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

多
勢
剛

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

関
口
拓
真

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

細
川
薫

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

二
階
堂
聡
美

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

鈴
木
崇
史

ス
タ
イ
ル
ス

グ
ル
ー
プ

山
内
好
之

い
な
か
道
の
駅

や
し
ま
や

八
島
哲
郎

尚
絅
学
院
大
学

（
20
23
年
度
卒
）

菅
井
百
花

エ
ン
ジ
ェ
ル
パ
サ
ー

杉
山
昌
己

コ
カ
･コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン

遠
藤
巧

コ
ス
モ
警
備

佐
藤
裕
樹

ス
イ
コ
ー

斉
藤
綾
子

ス
イ
コ
ー

赤
根
早
咲

ス
イ
コ
ー

千
葉
哲
也

ス
イ
コ
ー

足
立
光
弘

大
日
本
印
刷

阿
部
巧

大
日
本
印
刷

矢
島
迅
人

大
日
本
印
刷

森
勇
大

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ジ
ャ
パ
ン

庄
子
早
紀

日
建
リ
ー
ス
工
業

工
藤
雅
人

日
建
リ
ー
ス
工
業

鈴
木
健
太
郎

山
大

高
橋
拓
宏

山
大

本
郷
友
恵

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

内
山
直
人

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

工
藤
千
穂

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

志
賀
友
美

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

坂
田
健
郎

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

佐
藤
萌

ワ
コ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
商
事

若
生
有
加

キ
ノ
ミ

松
井
未
史

尚
絅
学
院
大
学

小
宮
山
岬
希

尚
絅
学
院
大
学

遠
藤
奎
汰

尚
絅
学
院
大
学

橋
浦
克
則

（
20
22
年
11
月
～
20
23
年
9月
）

第
2
タ
ー
ム

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

草
薙
聖
樹

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

遠
藤
早
織

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

長
谷
朋
佳

多
賀
城
工
場
地
帯

連
絡
協
議
会

大
谷
哲
也

高
速

高
橋
篤

国
分
東
北

佐
藤
悟

タ
イ
ハ
ク

長
坂
孝
裕

タ
イ
ハ
ク

南
條
世
紀

松
島
蒲
鉾
本
舗

葛
西
健
太
郎

山
一
地
所

原
田
千
純

山
一
地
所

熊
谷
健
太
郎

山
大

三
上
明
子

宮
城
大
学
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
論
研
究
室

由
比
一
光

宮
城
大
学
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
論
研
究
室

斎
藤
真
里
奈

宮
城
大
学
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
論
研
究
室

曽
根
咲
桜

宮
城
大
学
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
論
研
究
室

高
屋
奏
太

宮
城
大
学
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
論
研
究
室

永
澤
美
咲

尚
絅
学
院
大
学
大
学
院

猪
野
拓
歩

尚
絅
学
院
大
学

大
沼
晃
太
郎

（
20
23
年
11
月
～
20
24
年
3月
）

（
前
期
）

第
3
タ
ー
ム

※
紙
面
掲
載
の
了
承
を
い
た
だ
い
た
方
を
紹
介
し
て
い
ま
す（
順
不
同
）

祝
!!
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私
た
ち
が
叶
え
る
、
私
た
ち
の
未
来
。

［
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
］

河
北
新
報
社
営
業
局

TE
L
／
02
2‐
21
1‐
13
18

M
A
IL
／
ko
uk
ok
u@
po
.k
ah
ok
u.
co
.jp

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

募
集
中
!!

賛
同
企
業

Ｓ
DＧ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
を
軸
に
企
業
や
個
人
が
連
携
し
、よ
り
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

Ｓ
DＧ
ｓ
活
動
を
推
進
す
る
人
材「
み
や
ぎ
Ｓ
DＧ
ｓア
ン
バ
サ
ダ
ー
」を
養
成
す
る
な
ど
、2
02
1年
か
ら
河
北
新
報
社
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

佐
々
木
陵
太

あ
す
な
ろ
学
院

齋
藤
学

あ
ん
み
つ

柴
田
真
希

須
貝
祐
美

エ
ン
ト
ワ
デ
ザ
イ
ン

佐
藤
寛
和

お
茶
の
井
ヶ
田

石
垣
直
哉

個
別
教
室
の

ア
ッ
プ
ル

畠
山
明

ス
イ
コ
ー

高
橋
加
奈

ス
イ
コ
ー

村
上
佳
穂

ス
イ
コ
ー

澤
口
祐
紀

ス
イ
コ
ー

千
葉
由
章

ス
タ
イ
ル
ス

グ
ル
ー
プ

千
田
佳
子

フ
ク
ダ・
ア
ン
ド・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

千
葉
真
紀
子

フ
ク
ダ・
ア
ン
ド・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

加
藤
祐

フ
ク
ダ・
ア
ン
ド・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

阿
部
真
美

山
一
地
所

坂
本
未
菜
美

Br
illi
an
t D
ay
s

石
井
由
季
子

山
一
地
所

鈴
木
巧

山
一
地
所

山
本
健

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

吾
郷
賢

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

高
橋
寿
尚

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

吉
岡
瑞
恵

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

成
田
憲
治

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

渡
邉
信
一
郎

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

石
橋
光

W
AC
O
 C
RE
AT
E

岩
村
和
哉

W
AC
O
 C
RE
AT
E

岩
村
優
香

千
葉
よ
か
こ

尚
絅
学
院
大
学

（
20
23
年
度
卒
）

丸
山
結
子

尚
絅
学
院
大
学

（
20
23
年
度
卒
）

中
川
蓮

八
幡
町
商
店
街

フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

星
聡

お
お
さ
き

地
域
創
造
研
究
会

伊
藤
竜
太

尚
絅
学
院
大
学

（
20
23
年
卒
）

奥
山
瑞
己

YE
S工
房

大
森
丈
広

尚
絅
学
院
大
学

（
20
22
年
度
卒
）

佐
藤
和

第
１
タ
ー
ム

（
20
21
年
11
月
～
20
22
年
9月
）

荒
町
商
店
街

振
興
組
合

庄
子
康
一

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

多
勢
剛

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

関
口
拓
真

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

細
川
薫

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

二
階
堂
聡
美

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

鈴
木
崇
史

ス
タ
イ
ル
ス

グ
ル
ー
プ

山
内
好
之

い
な
か
道
の
駅

や
し
ま
や

八
島
哲
郎

尚
絅
学
院
大
学

（
20
23
年
度
卒
）

菅
井
百
花

エ
ン
ジ
ェ
ル
パ
サ
ー

杉
山
昌
己

コ
カ
･コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン

遠
藤
巧

コ
ス
モ
警
備

佐
藤
裕
樹

ス
イ
コ
ー

斉
藤
綾
子

ス
イ
コ
ー

赤
根
早
咲

ス
イ
コ
ー

千
葉
哲
也

ス
イ
コ
ー

足
立
光
弘

大
日
本
印
刷

阿
部
巧

大
日
本
印
刷

矢
島
迅
人

大
日
本
印
刷

森
勇
大

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ジ
ャ
パ
ン

庄
子
早
紀

日
建
リ
ー
ス
工
業

工
藤
雅
人

日
建
リ
ー
ス
工
業

鈴
木
健
太
郎

山
大

高
橋
拓
宏

山
大

本
郷
友
恵

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

内
山
直
人

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

工
藤
千
穂

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

志
賀
友
美

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

坂
田
健
郎

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

佐
藤
萌

ワ
コ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
商
事

若
生
有
加

キ
ノ
ミ

松
井
未
史

尚
絅
学
院
大
学

小
宮
山
岬
希

尚
絅
学
院
大
学

遠
藤
奎
汰

尚
絅
学
院
大
学

橋
浦
克
則

（
20
22
年
11
月
～
20
23
年
9月
）

第
2
タ
ー
ム

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

草
薙
聖
樹

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

遠
藤
早
織

宮
城
県
民
共
済

生
活
協
同
組
合

長
谷
朋
佳

多
賀
城
工
場
地
帯

連
絡
協
議
会

大
谷
哲
也

高
速

高
橋
篤

国
分
東
北

佐
藤
悟

タ
イ
ハ
ク

長
坂
孝
裕

タ
イ
ハ
ク

南
條
世
紀

松
島
蒲
鉾
本
舗

葛
西
健
太
郎

山
一
地
所

原
田
千
純

山
一
地
所

熊
谷
健
太
郎

山
大

三
上
明
子

宮
城
大
学
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
論
研
究
室

由
比
一
光

宮
城
大
学
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
論
研
究
室

斎
藤
真
里
奈

宮
城
大
学
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
論
研
究
室

曽
根
咲
桜

宮
城
大
学
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
論
研
究
室

高
屋
奏
太

宮
城
大
学
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
論
研
究
室

永
澤
美
咲

尚
絅
学
院
大
学
大
学
院

猪
野
拓
歩

尚
絅
学
院
大
学

大
沼
晃
太
郎

（
20
23
年
11
月
～
20
24
年
3月
）

（
前
期
）

第
3
タ
ー
ム

※
紙
面
掲
載
の
了
承
を
い
た
だ
い
た
方
を
紹
介
し
て
い
ま
す（
順
不
同
）

祝
!!

10

20
21
年
か
ら
開
始
し
た
み
や
ぎ
SD
G
s F
ar
m
は
お
か
げ
さ
ま
で
み
や
ぎ
SD
G
sア
ン
バ
サ
ダ
ー
が
10
0人
を
突
破
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も「
今
日
よ
り
、ち
ょ
っ
と
い
い
、明
日
」に
す
る
た
め
の
仲
間
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
！

※
20
24
年
5月
5日
河
北
新
報
朝
刊
掲
載



（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

協賛プランのご案内

お申込み・お問い合わせ

お申し込み締切 : 2024年11月15日（金）

活動紹介紙面
（全10回）

特設WEBサイト内で
企業ロゴ掲載および
リンク設置

活動紹介紙面内
インタビュー枠

河北新報朝刊広告掲載

協賛額
（税別）

協賛クレジット

「みやぎSDGs塾」
参加人数

（標準コースの前期・後期を
合わせた人数）

または
月額18万円×
10ヶ月

360万円
または

月額9万円×
10ヶ月

または
月額4万円×
10ヶ月

または
月額1万円×
10ヶ月

修了証として、みやぎSDGｓアンバサダー認定証を授与します。

メニュー SプランSSプラン Aプラン Bプラン Cプラン

5人まで 3人まで 2人まで 1人まで10人まで

全15段
（カラー）

（ロゴ使用）

全5段
（カラー）

5段1/2
（カラー）

4段1/4
（モノクロ）

（2枠分） （1枠分） （1枠分）

（ロゴ使用） （ロゴ使用） （ロゴ使用） （テキスト使用）

（ロゴ使用） （ロゴ使用） （ロゴ使用） （ロゴ使用） （テキスト使用）

※掲載期間：
2024年11月～2025年9月
※一部掲載適用除外日あり

※制作費別途 ※制作費別途 ※制作費別途 ※制作費別途

または
月額36万円×
10ヶ月

180万円 90万円 40万円 10万円

「わたしのSDGs
活動宣言」

みやぎSDGsアンバサダー
認定証

河北新報朝刊全5段紙面内に「みやぎSDGs塾」参加者の宣言文を掲載します。（河北新報朝刊掲載）

営業局営業部
〒980-8660 
仙台市青葉区五橋1-2-28
TEL 022-211-1318
FAX 022-227-0923

東京支社営業部
〒105-0004
東京都港区新橋5-13-1新橋菊栄ビル7Ｆ
TEL 03-6435-8401
FAX 03-6435-8406

大阪支社営業部
〒541-0041 
大阪市中央区北浜2-1-23
TEL 06-6227-1051
FAX 06-6227-1060

1頁
「みやぎSDGs考えるドリル」

広告掲載
（PDFデータ）

記事下1枠 協賛企業名
の掲載

協賛企業名
の掲載

協賛企業名
の掲載※制作費別途 ※制作費別途


